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□□□ Ａ 162

建築物の地上部分における各層の地震層せん
断力Ｑiは、最下層の値が最も大きくなる。

R0308

－2

H2908

－4
★★ 〇

建築物の地上部分におけるi階の地震層せん断力Ｑiは、その階が支える全重
量Ｗiに、その階の地震層せん断力係数Ｃiを乗じて求める。
Ｑi＝Ｃi×Ｗi＝（Ｚ･Ｒt･Ａi･Ｃ0）×Ｗi

ここで、Ｃiの高さ方向の分布を表す係数Ａiは上階ほど大きくなり、地震層
せん断力係数Ｃiも上階ほど大きくなるが、それ以上に全重量Ｗiが下階ほど
大きくなるため、地震層せん断力Ｑiは最下階が最も大きくなる。

P142

□□□ Ｃ 163

建築物の地上部分における各層の地震層せん
断力係数Ｃiは、最下層における値が最も小
さくなる。

R0207

－1
★★ 〇

建築物は、上層ほど地震動によって大きく振動する。そのため、地震層せん
断力係数の建築物の高さ方向の分布係数Ａiは、上層ほど大きくなり、地震
層せん断力係数Ｃiは上層ほど大きくなる。したがって、最下層における値
が最も小さくなる。

P143

□□□ Ｂ 164

建築物の地上部分における各層の地震層せん
断力係数Ｃiは、最下層における値が最も大
きくなる。

H2707

－1
★★ ×

同上。
P143

□□□ Ａ 165

建築物の固有周期が長い場合や地震地域係数
Ｚが小さい場合には、地震層せん断力係数
Ｃiは、標準せん断力係数Ｃ0より小さくなる
場合がある。

R0108

－4

H2608

－1
★★ 〇

地震層せん断力係数ＣiはＣi＝Ｚ･Ｒt･Ａi･Ｃ0で求める。地震地域係数Ｚは1.0
～0.7の係数である。建築物の固有周期が長い場合、「振動特性係数Ｒt」は１
以下であり、「地震層せん断力係数Ｃiの建築物の高さ方向の分布を表す係数
Ａi」は、最下層では１である。したがって、地震層せん断力係数Ｃiは、標準
せん断力係数Ｃ0より小さくなる場合がある。

P143

□□□ Ａ 166

地震地域係数Ｚが1.0、振動特性係数Ｒtが
0.9、標準せん断力係数Ｃ0が0.2のとき、建築
物の地上部分の最下層における地震層せん断
力係数Ｃiは0.18とすることができる。

H3007

－1
〇

地震層せん断力係数ＣiはＣi＝Ｚ･Ｒt･Ａi･Ｃ0で求める。地上部分の最下層（１
階）ではＡi＝1.0であり、また設問の条件から、Ｚ＝1.0、Ｒt＝0.9、Ｃ0＝0.2で
あるので、最下層の地震層せん断力係数Ｃ１は、Ｃ１＝1.0×0.9×1.0×0.2＝
0.18となる。

P143

□□□ Ｂ 167

地上２階建ての木造建築物の設計において、
地盤が著しく軟弱な区域として指定されてい
る区域内の建築物ではなかったので、標準せ
ん断力係数Ｃ0を0.2として、地震力を算定し
た。

H3009

－2
★★ 〇

標準せん断力係数Ｃ0は、原則として、0.2以上とする。なお、木造で地盤が
著しく軟弱な区域内の場合、Ｃ0は0.3以上としなければならない。また、必
要保有水平耐力の計算では、Ｃ0は1.0以上としなければならない。

P143

14AH2508 

解説 正答――２ 

1. 適当。標準せん断力係数Ｃ0は、原則として、許容応力度計算及び層間変形

角の計算では、0.2以上とし、必要保有水平耐力の計算では、1.0以上としな

ければならない。 

 

 

 

 

 

 

2. 不適当。振動特性係数Ｒt は、設計用一次固有周期の異なる別々の建築物に

ついて、それぞれの１階の揺れの大きさを表し、設計用一次固有周期Ｔが長

くなるほど小さくなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 適当。地震層せん断力係数の建築物の高さ方向の分布を表す係数Ａiは、１

つの建築物について、１階と比べて上階が何倍揺れるかを表す。上階ほど大

きく揺れるため、Ａiは大きくなる。また、建築物の設計用一次固有周期が

長いほど、上層が大きく揺れるため、Ａiは大きくなる。 

4. 適当。地下部分の地震力は、地下部分の重量（固定荷重と積載荷重との和）

に、当該部分の地盤面からの深さに応じた水平震度ｋを乗じて求める。 

 

標準せん断力係数Ｃo 

地震規模 構造計算の種類 標準せん断力係数Ｃo

中地震 

許容応力度計算、層間変形角の計算 0.2以上 

 
地盤が著しく軟弱な区域内の 

木造建築物の場合 
0.3以上 

 鉄骨造の耐震計算ルート１の場合 0.3以上 

大地震 必要保有水平耐力の計算 1.0以上 


